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江戸時代唐船齎来法帖の研究 
馬成芬 
論文要旨 
江戸時代の日本は、徳川幕府がいわゆる「鎖国」政策を採ったが、長崎が唯一の外国貿
易港としてオランダと中国との貿易が行われた。とくに清代の中国から長崎に輸入された
書籍類は貿易品の中でも重要なものとして扱われていた。その書籍の中に書道関係のもの
も貿易品として多く含まれていた。江戸時代に日本に輸入された清朝中国において製作さ
れた「集帖」に関して、大庭脩氏の「江戸時代における集帖の輸入」がある。大庭氏は、
清代中国から長崎に輸入された「集帖」の輸入数量に関して、元禄六年（1693）から享和
三年（1803）までの約 100余年間まで、中国から長崎へ輸入された書籍を扱った『商舶載
来書目』に依拠してその概略を述べたが、その全貌については未着手のままである。その
輸入された集帖の数量、種類、輸入年代、価格などについて詳細な分析は未解決のままで
ある。 
とりわけ江戸時代における書道分野において日本の伝統的な書道すなわち和様書道と
中国風の書道即ち唐様書道が並行して発展していたのが一特色といえる。唐様書道を学ぶ
手本として中国集帖が大量に日本書道分野が購求し輸入されたのは当然の結果であった
と言える。唐様書道を好んで学ぶ日本書家が多く出現した。しかし日本に輸入された中国
集帖がいったい日本の書家に対してどのような影響を与えたか、どのように受容されたか
については充分な検討はほとんど行われていない。 
江戸時代の日本に輸入された中国書籍による文化受容について、大庭脩『江戸時代にお
ける中国文化受容の研究』がある。その中で、大庭氏は「江戸時代に舶載された法帖の研
究」を著し、中国書道関係の資料としての中国製集帖の輸入について触れたが、詳細な検
討は十分に行われなかった。また中田勇次郎氏にも関連する成果があるが、同様に詳細な
検討は残されたままである。 
 本研究「江戸時代における中国法帖受容の研究」は、清代において製作された多くの法
帖が、具体的にどれほど日本に輸入され、それらがどのように活用されたかを明らかにす
るものである。 
本論文では、法帖、集帖、単帖、専帖と言う語彙を多用するが、簡単に述べておきたい。 
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法帖とは、書道において紙に筆と墨で書かれた書蹟のうち、保存・鑑賞・学書用に供す
るために仕立てられたもののこと。次の集帖、単帖、専帖も含む。 
 集帖とは複数の書家の作品を集めて模刻したもの。 
 単帖とは人の書家の、1つの書蹟を模刻したもの。 
 専帖とは人の書家の作品を集めて模刻したもの。個人作品集である。 
本論文では法帖、集帖、単帖、専帖はこの意味において用いるものである。 
大庭脩が収集した『商舶載来書目』と『齎来書目』、『長崎会所取引諸帳』などに基づき、
長崎へ中国から輸入された集帖を統計すると、集帖の輸入回数は 459回、種類は 151種に
達している。中国からの輸入集帖の中で、最も古いものは元禄七年（1694）に舶載された
『米芾白雲居帖』である。その後、文久二年（1862）まで 168年の間に、少なくとも 150
種以上の集帖が中国から日本の長崎にもたらされた。とりわけ弘化二年（1845）の『問経
堂法帖』は一種類のみで 1,200部を越え、江戸時代に輸入された集帖の総数は、管見の。 
最多の頻度を誇るのが『顔草稿』である。他の集帖の頻度を遙かに越えている。『顔草
稿』は、『顔三稿』とも呼ばれ、唐代の顔真卿の祭文三稿である。それに次ぐのが『問経
堂法帖』である。同帖は清朝の銭泳によって、古代隷書、特に漢代の隷書を募勒したもの
であり、他の集帖と比較しても異質なものである。 
『清暉閣蔵帖』は明代の董其昌の書跡、『滋蕙堂法帖』は清朝の曾恒徳が歴代名帖を集
めた集帖である。『詒晋斎巾箱帖』は、清代の成親王永惺の書跡を蒐集した集帖である。
『停雲館法帖』は明代の文徴明によって明代以前の有名な法帖法書を収めた集帖で、その
なかには文徴明自身の跋文と書跡も含まれている。 
『戯鴻堂法帖』は董其昌が歴代名帖を集めた集帖である。『快雪堂法帖』は馮銓による
王義之を主とする法書を蒐集した集帖である。以上が輸入頻度の高いものである。 
『問経堂法帖』は、輸入回数が 12回、部数は全てで 1,883部が輸入された。そのうち
弘化二年（1845）には、巳三番、四番、五番船の 3隻のみで長崎へ輸入された數量は、1,200
部と大量となり、確認できる輸入部数全体の 67.7%に達している。それに次ぐ『顔草稿』
が 31 回、539 部で、最も多いのは弘化元年（1844）の辰四番、五番、六番、七番船の 4
隻で 133部、弘化二年（1845）巳二番船の一隻のみで 133部が輸入された。 
上述の集帖の他に王義之、顔真卿、董其昌、文徴明および永惺等の書家の書跡は、江戸
時代の日本で大いに歓迎された。 
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そこでこれら日本に輸入された集帖の具体的な状況、その輸入集帖を江戸時代の書家が
どのように受容したかを明らかにすることが、本論文の最大の目的である。 
序章について、第一節は、清代書道界の変遷―「帖学」の衰退から「碑学」の勃興につ
いて述べる。第二節は中国の集帖について述べる。第三節は大庭氏の収集された『商舶載
来書目』と『齎来書目』、『長崎会所取引諸帳』に基づいて日本が輸入した中国集帖の統計
を作成した。第四節は中国集帖の輸入頻度、輸入部数と輸入年代に関して述べる。 
第一部  江戸時代における日本に輸入された中国集帖 
第一章は中国集帖の製作方法と法帖の祖である『淳化閣帖』について述べる。 
第二章は唐代の有名な書家である顔真卿の『顔三稿』と清代の集帖である『問経堂法帖』
が日本に輸入された状況について述べる。 
 第三章は、中国の明代の有名な書家董其昌及び彼の撰集した『戯鴻堂法帖』及び彼に関
わる「専帖」について述べる。それに、これらの法帖が日本に輸入された状況と董其昌の
書風によって影響された日本書家を明らかにする。 
第四章は、文徴明及び彼の有名な『停雲館法帖』について述べる。『停雲館法帖』の日
本に輸入された状況及びそれらによって日本書家がどのように受容されたかを明らかに
する。 
第五章は、歴代にわたって書道分野において最高の地位に位置づけられる王義之及び彼
に関わる集帖の日本に舶載された状況と王義之集帖による日本書家の受容を明らかにす
る。 
第二部は「江戸時代に輸入された中国法帖の日本的展開」 
第一章は、日本に輸入された偽法帖が日本書道界へ与えた影響について述べる。とくに
偽帖と判断された根拠、偽帖と思われる法帖が日本に輸入された状況と、それらの偽帖の
輸入によって当時の書道分野に及んだ影響を分析した。 
 第二章は、享保年間以後の江戸において出版された中国法帖の出版状況とりわけ數量を
明らかにし、そのことから、元代の趙孟頫、明代の文徴明、董其昌の法帖が最も多く出版
されたことがわかる。 
第三章は、江戸末期の「幕末三大家」と称された市河米庵は彼の著した書道関係の著作
には出た中国集帖及びこれらの集帖の日本に輸入された状況を述べた。 
第四章 幕末における唐船舶載法帖と貫名菘翁の書法として、幕末の書家とりわけ三筆
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と言われた貫名菘翁がどのように王羲之の書法を受容したかを分析した。 
終章は、本論と考察した結果、清代における中国集帖の多くが日本に輸出されていたこ
とが知られ、しかもその輸入された集帖を通じて日本書道界に対し影響を与えていたこと
が実証されたと言える。 
上記のように本論文の考察により、清代の法帖が、江戸時代の唯一の日中文化交流の基
幹であった長崎貿易を通じて大量に日本へ輸入され、その輸入された法帖が日本の書道界
に、清代およびそれ以前の中国風書法が影響を与えていたことを数量的に明らかにしたと
言える。 
 
